
 

 

 
 
Fig.9 Flame temperature profiles in the lower stage  
      of combustion chamber 
 

 
Fig.10 Flame temperature profiles in the upper 

stage of combustion chamber 
 

４．ま と め

小型および大型の旋回流燃焼器を用いてバイオマス

燃料であるスギ粉体を燃焼させ，さらにプロパンガス燃

料の燃焼特性と比較した．その結果，以下のことが明ら

かになった． 
(1) 粒子が球状の木質粉体は供給量が多く，燃焼器の

高出力化に適している． 
 

(2) 小型燃焼器において，粒径約 25μm の微粉体火 
炎は，ガス火炎とほとんど同じ火炎挙動を示し， 
さらに両火炎の温度分布は類似している． 

(3) 大型燃焼器において，この微粉体を用いると最高 
温度約 1000℃，最大出力約 20kW での安定燃焼 
が可能である． 

 
以上，バイオマスはこれまで難燃性燃料であるとみな

されてきたが、本研究で提案する旋回流燃焼器に粉体化

した木質バイオマスを燃料として採用した結果，安定燃

焼が実現し，旋回流燃焼器の有効性を確認することがで

きた．粉体供給量を増加させて旋回流燃焼器を高出力化

することが今後の課題である．また，旋回流燃焼器の火

炎安定性とクリーン燃焼の特徴を生かして，サトウキビ

表皮やヤシ殻など，未だ燃料として利用されていない廃

棄物バイオマスを粉体燃料として利用するなどの展開が

期待される． 
 

謝 辞

大型の旋回流燃焼器は㈱DEMS の岡村大氏と共同で

開発したものであり，今回の実験に採用した．また実験

に使用したスギ粉体は，秋田県立大学の高橋武彦准教授

に提供していただいた．ここに記し感謝の意を表する． 
実験に協力した都立産業技術高専学生の大澤俊斗君，

長嶋秀哉君に感謝する． 
 

文 献

[1]小沼・ほか 4 名，“旋回流燃焼器による希薄予混合燃

焼”，日本機械学会論文集 B 編，Vol. 61, No. 584 (1995)，
pp.318-323．

[2] 長津・ほか 3 名，“旋回流燃焼器における NOx 生成”，

第 30回燃焼シンポジウム講演論文集(1992)，pp.52-53．
[3] 上島，“旋回流を利用した低 NOx 燃焼”，第 47 回燃

焼シンポジウム講演論文集(2009)，pp.48-49．
[4] 上島・井上，“旋回流燃焼器を用いたバイオマス粉体

の燃焼”，日本機械学会 2019 年次大会講演論文集

(2019)，No.19-1．
[5] 高橋・ほか 4 名，“木質系バイオマス微粉砕効率向上

のための歯車型リング媒体利用粉砕機の研究開発”，

日本機械学会論文集 B 編，Vol.78,No.788 号（2012），
pp.905-916．

61



62



63



64



65




